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精巣上体精子を用いた体外受精により妊娠に

成功 した閉塞性無精子症の2例
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PREGNANCY OBTAINED BY IN VITRO FERTILIZATION (IVF) 
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 AZOOSPERMIA  : REPORT OF TWO CASES
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   Epididymal spermatozoa aspiration was performed in two cases of obstructive azoospermia. 
After the procedure, in both cases, the patient's wives obtained twin pregnancies by this method 
in conjunction with in vitro fertilization (IVF) and embryo transfer (ET). The patient's wife in 
one case had a normal delivery. The patient's wife in the other case, however, aborted artificially 
because she had cerebral infarction. Epididymal spermatozoa aspiration proved efficacious for 
male sterility in cases of obstructive azoospermia. 

                                                (Acta Urol. Jpn. 39: 669-671, 1993) 
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緒 言

閉塞性無精子症を原因 とす る男子不妊症患老 に対

し,精 巣上体の穿刺吸引術を施行して,採 取した精子

を用いて体外受精を試みたところ,妊 娠に至った2例

を経験したので報告する.

症 例

症例1:夫33歳,妻29歳,不 妊期間は6年

夫既往歴:両 側精巣上体炎

経過:精 液検査では精液量2・5mlで 精子数は0で

あった.血 中LH濃 度は15.5mlU/ml,血 中FSH

濃度は14.OmIU/mlと いずれも正常であった.精 巣

の大きさは正常で,精 巣生検では低形成であったが精

子形成は認 め られた(Fig。1).精 嚢腺造影(SVG)

では両側の精管末梢部は造影された(Fig.2).

症例2:夫33歳,妻30歳,不 妊期間は7年

失既往歴:特 記事項なし

経過:精 液検査では精液量2・Omiで 精子数は0で

あった.血 中LH濃 度 は19.6mIU/m1,血 中FSH

濃度は18.5mlU/m1と いずれも正常であった.精 巣

の大きさは正常で,精 巣生検,SVGは 症例1と ほぼ

同様であった.

症例1,症 例2と も精路末梢部での明らかな閉塞部

は認められなかったが,精 液検査で無精子症,精 巣生

検で精子形成が認められたこと,お よび逆行性射精が

なかったことより,精 路中枢部の閉塞による無精子症

と診断した.

これらの症例に対 し,妻 の排卵 日に合わせ精巣上体

穿刺吸引術を以下のごとく施行した.腰 椎麻酔下に陰

嚢左側(ま たは右側)を 切開 し,精 巣および精巣上体

を露出した.つ いで18G針 を付けた200μ1のHe-

pes-bufferedhumantubalfluidを 含む2.5mlの

シ リソジで精巣上体を穿刺し内容物を吸引した(Fig.

3).穿 刺 は精巣上体尾部ないし体部より開始 し,倒 立

顕微鏡で充分量の運動精子が確認されるまで順次頭部

へと進めた,穿 刺部位 はシリソジ抜去後に3-0吸 収糸

を用いて縫合閉鎖 した.採 取 した精子は,遠 心洗浄
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併症も認められなかった.

Fig.2.Semlnalvesiculography(CaseNo.1)

(1,500rpm,5分 間)の 後,swimup法 に より選別

し,媒 精に用いた,そ の結果,2例 ともに受精が成立

したので媒精約42時 間後に胚移植を行った.

各症例の精巣上体穿刺吸引術施行後の結果をTable

lに 示 した.精 子濃度,精 子運動率,精 子活性度は2

例 とも良好であった.症 例1で5個,症 例2で4個 の

胚移植を行ったところ,2例 とも双胎妊娠 した.症 例

1は 正常分娩したが,症 例2で は要が妊娠loma目 で脳

梗塞となり,後 遺症の残る恐れがあったため人工流産

に至った.症 例1で 生まれた双生児は特に異常な く,

現在元気に生存 している,

術後 の抗精 子抗体は精子不動化試験,精 子凝集試

験,精 子自己凝集試験,直 接イミ{ノ ビーズ試験によ

り検索 したが2例 とも認められず,ま た,本 手術の合

考 察

無精子症は文献上,男 子不妊症患者の約20%を 占め

その中で閉塞性無精子症は20～30%を 占めると報告さ

れている1-3).閉 塞性無精子症の原因としては,両 側精

管欠損が約50%と 最 も多 く,つ いで停留精巣 ・鼠径ヘ

ルニア術後が約20%を 占めているレ3).

閉塞性無精子症に対しては,精 管精管吻合術,精 管

精巣上体吻合術あるいは人工精液瘤造設術などが行わ

れている.し かしこれらの方法は,高 度な技術を要す

るため不成功に終わることがあ り,ま た物理的に吻合

が不可能の場合もあること,再手術不能例が多いこと,

易感染性であることなどの欠点を有している4).精 管

精管吻合術,精 管精巣上体吻合術あるいは人工精液瘤

造設術のいずれかを行った症例の妊娠成功率も,藤 尾

ら5)の報告では14.3%(5!35)と 低 く,ま だ充分とは

いえないのが現状と思われる.

一方 ,今 回施行 した精巣上体精子吸引術は手技が容

易かつ安全であったこと,媒 精に用いる精子が充分に

採取できたことなどが利点 といえる.ま た,Temple-

Smithら6)は 精巣上体に切開を加えた後に,流 出し

た精子を吸引する方法を行ってお り,複 数回の治療も

可能との報告があることより,木 法も術後の癒着が強

くなけれぱ頻回の治療も充分可能であると思われる.



鈴木,

本法は,新 しい精子採取法のひとつであ り,精 巣上

体精子の妊孕力や術後の抗精子抗体の出現などといっ

た問題が挙げられる4).こ れ らの問題に関 しては今後

も症例数,観 察期間を増や し検討すべき課題だと思わ

れる.

ほか:精 巣上体穿刺吸引術

なお,本 論文の要旨は第207回 日本泌尿器科学会東北地方

会(盛 岡)に おいて報告した.
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